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甲
府
と
い
え
ば
戦
国
武
将
･
武

田
信
玄
の
名
が
す
ぐ
に
浮
か
ぶ

が
'
江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
は

幕
府
の
直
轄
領
に
な
っ
て
い
た
｡

｢
藩
｣
と
い
う
も
の
が
な
く
'
こ
の

た
め
藩
校
も
な
か
っ
た
が
'
江
戸

幕
府
は
甲
府
学
問
所
と
い
う
の
を

寛
政
年
間
に
開
い
て
い
る
｡
こ
れ

を
淵
源
に
1
8
8
0
(
明
治
1
3
)

年
に
山
菜
県
中
学
校
が
開
設
さ
れ

た
｡

山
容
県
第
一
中
学
､
甲
府
中
学

な
ど
校
名
は
何
回
か
変
わ
っ
た

が
'
戦
後
の
学
制
改
革
で
男
女
共

学
の
県
立
甲
府
第
二
尚
枚
と
な
り

強
行
遠
足

校
是
が
三
つ
あ
る
｡
｢
賛
天
地
之

化
育
｣
(
出
典
『
中
庸
』
-
自
然
の
法

に
違
い
'
人
間
愛
に
生
き
る
)
､
｢
萄

日
新
　
日
日
新
　
又
日
新
｣
(
出
典

『
大
学
』
=
た
ゆ
ま
ず
修
養
に
努
め

る
)
､
｢
B
o
y
s
.
b
e
a
m
b
i
t
i
o
u
s
!
]

(
出
典
｢
ク
ラ
ー
ク
博
⊥
i
-
何
事

に
も
高
い
志
を
持
っ
〟
て
取
-
級

は
'
首
相
を
務
め
た
石
橋
湛
山
で

あ
る
｡
旧
制
中
学
で
2
度
も
落
第

し
て
い
る
が
'
後
年
は
東
洋
経
済

新
報
社
出
身
の
リ
ベ
ラ
ル
な
言
論

人
と
な
っ
た
｡
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
に
お
け
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
の
l
人
で
あ
っ
た
0
1
9
4
6

(
昭
和
2
1
)
年
に
吉
田
内
閣
の
蔵
相

に
起
用
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
政
治
家
と
し
て
も
頭
角
を
親

し
へ
5
(
昭
和
別
)
年
に
首
相
と

な
っ
た
｡
し
か
し
脳
梗
塞
を
起
こ

し
'
わ
ず
か
6
5
日
間
で
首
相
の
座

を
降
り
た
｡
高
潔
な
人
柄
で
多
く

の
国
民
か
ら
慕
わ
れ
た
｡

俗
に
｢
山
が
あ
る
の
に
山
ナ
シ

県
｣
と
い
わ
れ
る
が
'
山
に
囲
ま

れ
て
い
る
た
め
に
県
外
に
出
て
ビ

ジ
ネ
ス
に
精
を
出
す
人
が
多
い
｡

｢
甲
州
商
人
｣
と
い
ゝ
三
一
日
葉
が
あ
る

ほ
ど
だ
｡
甲
府
第
一
高
校
も
旧
制

時
代
か
ら
､
経
済
界
で
活
躍
し
た

｣
と
い
J
り
大
正
年
問

溌
い
て
い
る
名
物
行
事
が
あ

年
秋
に
男
子
は
l
1
6
時
間
､

1
3
0
余
年
の
歴
史
を
刻
ん
で

は
9
時
問
半
､
濃
の
か
ぎ

卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
た
｡

｢
コ
バ
チ
エ
ウ
｣
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
初
代
日
本
開
発
銀
行
鎗
我
の

小
林
中
が
'
そ
の
筆
頭
で
あ
る
｡

富
国
徴
兵
保
険
(
現
富
国
生
命
)
､

東
京
急
行
電
鉄
'
ア
ラ
ビ
ア
石
油
､

日
本
航
空
な
ど
多
く
の
企
業
の
ト

ッ
プ
を
歴
任
L
t
｢
財
界
四
天
王
｣

の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
.

2
7
(
昭
和
2
)
年
に
日
本
に
初

め
て
地
下
鉄
を
導
入
､
建
設
し
(
東

京
メ
ト
ロ
の
浅
草
-
上
野
問
)
'

噂

｢
地
下
鉄
の
父
｣
と
い
わ
れ
た
早
川

徳
次
'
高
度
成
長
期
に
三
井
物
産

の
ト
ッ
プ
を
務
め
経
済
同
友
会
代

表
幹
事
を
し
た
水
上
達
三
も
卒
業

し
て
い
る
｡

さ
ら
に
'
浅
尾
新
甫
(
日
本
郵

船
)
へ
野
田
孝
(
阪
急
百
貨
店
)
'

河
西
力
(
伊
藤
ハ
ム
)
'
田
尻
邦
夫

(
デ
サ
ン
上
､
小
埜
音
光
(
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
)
'

米
山
好
映
(
富
国
生
命
)
'
古
屋
文

明
(
日
本
出
版
販
売
)
'
大
久
保
好

男
(
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
)
ら
が

い
る
｡こ

の
内
'
小
林
喜
光
は
甲
府
第

1
高
校
か
ら
東
大
に
進
み
'
理
学

博
士
に
な
っ
た
｡
三
菱
化
学
'
三

菱
樹
脂
'
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
の
3
社

を
率
い
る
国
内
最
大
の
化
学
会
社

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
H
D
の
ト
ッ
プ
を

2
0
0
7
年
か
ら
轟
け
て
い
る
o

米
山
､
古
屋
'
大
久
保
の
3
人
は
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鍋
(
昭
和
初
)
年
卒
業
の
同
期
生

で
､
現
役
経
営
者
で
あ
る
｡

ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者

新
し
い
業
態
を
開
発
し
､
市
場

を
創
造
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
者

を
4
人
'
紹
介
し
ょ
う
0

辻
倍
太
郎
は
'
｢
ハ
ロ
ー
キ
テ

ィ
｣
な
ど
の
販
売
で
知
ら
れ
る
サ

ン
リ
オ
を
創
業
し
た
｡
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
'
今
や
世
界
で
も
有
数
の
会
社

に
な
っ
て
い
る
｡

中
村
和
男
は
'
甲
府
言
問
か
ら

京
大
薬
学
部
に
進
学
､
大
手
製
薬

会
社
で
医
薬
品
開
発
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
を
し
て
い
た
｡
9
2
年
に
脱
サ

ラ
し
､
医
薬
品
の
新
薬
開
発
に
欠

か
せ
な
い
臨
床
試
験
を
支
援
す
る

会
社
･
シ
ミ
ッ
ク
(
現
シ
ミ
ッ
ク

H
D
)
を
起
こ
し
'
0
5
年
に
東
証

1
部
上
場
会
社
に
成
長
さ
せ
た
｡

坂
本
孝
は
'
中
古
本
販
売
の
ブ

ッ
ク
オ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

創
業
し
た
｡
｢
新
古
書
店
業
界
｣
と

い
う
言
葉
も
で
き
て
い
る
ほ
ど

で
､
今
や
書
店
で
売
ら
れ
た
新
刊

書
籍
の
う
ち
冊
数
ベ
ー
ス
で
約
3

割
が
新
古
書
店
に
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
｡
出
版
不
況
の
一
因
に
も
な

L
t
東
証
1
部
上
場
企
業
に
育
て

上
げ
た
｡
独
自
の
生
産
管
理
シ
ス

テ
ム
を
持
ち
､
1
流
企
業
か
ら
の

受
託
が
多
い
｡

1
 
1
年
3
月
1
 
1
日
の
東
日
本
大
震

災
後
に
メ
デ
ィ
ア
に
よ
-
登
場
す

る
よ
う
に
な
っ
た
防
災
学
者
が
い

る
｡
東
北
大
学
大
学
院
教
授
の
今

村
文
彦
で
'
津
波
工
学
の
専
門
家
｡

津
波
堆
積
物
の
地
層
調
査
な
ど
か

ら
'
大
津
波
の
可
能
性
を
予
想
し

て
い
た
｡

建
築
構
造
学
者
で
二
代
目
通
天

閣
や
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
多
く
の
鉄

骨
構
造
の
電
波
塔
'
観
光
塔
を
手

が
け
た
内
藤
多
伸
､
昭
和
時
代
の

数
学
者
･
功
力
金
二
郎
'
原
子
物

理
学
者
の
矢
崎
為
一
ら
も
甲
府
中

学
を
卒
業
し
て
い
る
｡

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン

文
系
で
は
'
開
発
経
済
学
が
専

門
で
拓
殖
大
学
学
長
の
渡
辺
利

夫
'
宗
教
学
･
人
類
学
の
学
者
で

あ
る
中
沢
新
一
'
日
本
中
世
史
の

五
味
文
彦
ら
が
o
B
で
あ
る
｡

小
説
家
で
は
'
大
脳
生
理
学
者

で
慶
応
大
学
医
学
部
教
授
の
か
た

わ
ら
推
理
か
説
を
書
き
'
直
木
賞

を
受
賞
し
た
木
々
高
太
郎
が
い

た
｡
保
阪
嘉
内
は
甲
府
中
学
か
ら

盛
岡
高
等
農
林
学
校
(
現
岩
手
大

学
農
学
部
)
に
進
学
L
t
寄
宿
舎

で
宮
沢
賢
治
(
岩
手
県
立
盛
岡
中

学
･
現
盛
岡
第
一
高
牧
草
)
と
同

室
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
親
し
く
な

っ
た
｡
賢
治
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書

簡
7
3
通
が
残
さ
れ
て
お
り
'
研
究

者
の
関
心
が
高
い
｡
中
村
星
湖
は

自
然
主
義
作
家
で
あ
る
｡

だ

こ

つ

俳
人
で
は
'
飯
田
蛇
第
･
龍
太

父
子
が
そ
ろ
っ
て
甲
府
中
学
で
学

ん
だ
｡
蛇
筋
が
甲
府
市
で
発
行
し

て
い
た
俳
誌
『
雲
母
』
を
'
龍
太

が
祭
主
宰
し
た
｡
蛇
筋
は
東
京
･

旧
制
私
立
京
北
中
学
(
現
京
北
高

校
)
に
転
校
し
た
｡

漫
画
家
の
武
内
直
子
は
'
『
美
少

女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
』
,
シ
リ

ー
ズ
な
ど
で
知
ら
れ
る
｡
甲
府
第

1
高
校
時
代
か
ら
漫
画
作
品
を
投

稿
し
て
い
た
｡
映
画
監
督
で
は
､

大
映
絶
頂
期
を
支
え
た
増
村
保

っ
て
い
る
､
と
の
説
も
あ
る
｡

神
山
茂
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
駒
発

社
の
ジ
ャ
ス
テ
ッ
ク
を
創
業

千雑井筒

造
'
映
画
こ
ア
レ
ど
の
脚
本
を
手

が
け
た
岩
尾
徳
平
ら
が
卒
業
生
で

あ
る
o
小
林
俊
一
は
多
く
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
を
制
作
し
た
r
J

洋
画
の
葦
'
日
本
画
の

望
月
春
江
'
音
楽
で
は
土
屋
家
の

平
野
忠
彦
'
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
マ
ー
の

森
山
威
男
が
o
B
で
あ
る
o
女
優

の
筒
井
真
理
子
と
'
気
象
予
報
士

の
岡
村
真
美
子
は
O
G
で
あ
る
｡

ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
'
川
手
良

寓
が
l
リ
ー
グ
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
の
前
身
で
あ
る
甲
府
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
始
者
で
あ
る
｡

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
の
恒
吉
恵
子

は
'
ソ
ウ
ル
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

に
出
場
し
た
｡

陸
軍
大
将

政
治
家
で
は
'
3
代
に
わ
た
っ

て
衆
院
議
員
に
な
っ
た
堀
内
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
い
る
｡
富
士
急
行
オ
ー

ナ
ー
一
族
で
'
堀
内
良
平
1
1
雄

十
光
雄
で
あ
る
｡
こ
の
内
'
一
雄

と
光
雄
が
卒
業
生
で
あ
る
｡
地
元

の
政
治
家
で
は
'
家
業
の
発
館
業

を
し
て
い
た
山
本
栄
彦
が
甲
府
市

長
を
l
1
年
務
め
た
あ
と
､
山
梨
県

知
事
を
し
た
｡
公
選
後
の
甲
府
市

長
と
し
て
は
山
本
の
ほ
か
今
井
茂

右
衛
門
'
河
口
親
賀
そ
れ
に
現
職

の
宮
島
雅
展
が
卒
業
生
で
あ
る
｡

山
梨
県
東
部
の
上
野
原
市
に

｢
長
寿
村
｣
と
し
て
有
名
な
桐

原
地
区
が
あ
る
b
町
制
時
代
か
ら

長
年
に
わ
た
り
上
野
原
町
立
病
院

の
院
長
を
し
､
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア

の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
た
外
科
医

の
江
口
英
雄
は
､
0
9
年
か
ら
上
野

原
市
長
を
し
て
い
る
｡

井
上
幸
彦
が
警
視
総
監
を
務

め
､
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
捜
査

で
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
｡
大
蔵
官

僚
の
篠
原
尚
之
は
財
務
官
を
務
め

た
あ
と
'
国
際
通
貨
基
金
T
M

F
)
の
副
専
務
理
事
を
し
て
い
る
o

陸
軍
大
将
で
'
数
少
な
い
名
将

と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
今
村
均

は
'
甲
府
中
学
か
ら
旧
称
新
潟
県

立
新
発
田
中
学
(
現
新
発
田
高
校
)

に
転
校
し
て
い
る
｡

山
梨
県
の
高
校
入
試
で
は
'
生

徒
の
意
思
と
は
関
係
な
-
入
学
す

る
高
校
を
振
り
分
け
る
給
食
選
抜

制
が
6
8
(
昭
和
4
3
)
年
に
導
入
さ

れ
た
｡
こ
れ
に
よ
り
甲
府
市
内
の

高
校
は
平
準
化
L
t
甲
府
一
高
の

大
学
合
格
実
績
は
低
迷
し
た
｡
し

か
し
､
0
7
年
か
ら
は
全
県
1
学
区

と
な
っ
た
｡
こ
れ
を
磯
に
甲
府
一

高
の
遊
学
状
況
は
右
肩
上
が
-
に

転
じ
'
名
門
復
活
の
兆
し
が
現
れ

て
い
る
｡

(
猪
能
達
夫
･
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

(
莞
略
｡
会
社
名
･
肩
書
な
ど
は

当
時
｡
次
回
は
神
奈
川
県
立
希
望

"

ケ
丘
高
校
)

3243102


